
- 1/5 -

淡路富男（行政経営総合研究所代表）

http://members.jcom.home.ne.jp/igover/
https://www.facebook.com/tomio.awaji?ref=tn_tnmn
※関連した情報は上記の URL を参照下さい。
※未定稿のため誤字などはご容赦下さい。

公務員の本質：あなたは行政組織の本質を知っていますか

１．行政組織本質の最初の要件は「成果の産出」
◆主役は社会、組織は手段

ドラッカーは、行政組織も含めたあらゆる組織は、社会の機関の一つで

ある。社会の目的を達成する一つの組織であり、その目的は各組織の外の

社会にあるとします。組織は、主体である社会に貢献するために存在し、

目的ではなく一つの手段です（手段にすぎません）。

よって社会の一つの手段である組織が存在するためには、組織それ自体

のためではなく、自らの機能で成果を産出し、主体である社会の目的に貢

献することが必要になります。それは、組織成果の産出を通じて、社会、

コミュニティ、住民のニーズに対応し満足してもらうことです。これ以外

に組織存続の正当な手立てはありません。成果不足は組織の存在を意義な

きものにして、社会を壊します。

◆権力では存在を維持できない

社会には多種多様な種類の組織があります。こうした組織が社会で存在

できるのは、各組織が社会の期待に応えて行動し、社会がそれを有用と認
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めているからです。

例えば、社会には、人並みの生活を維持したいといったニーズがありま

す。政府・行政組織は、それに対応すべき成果の産出に挑み、住民がそれ

を役に立つと認めることで、政府・行政組織が存在することができます。

もし適切な評価が得られなければ、政府・行政組織の存在意義はありま

せん。意義を打ち立てることができない凡庸な為政者は、権力や予算のバ

ラマキで、自らの存在を維持することになります。組織存在の意義は更に

薄れ最短になります。歴史が証明しています。

◆必要なのは成果

社会のニーズは多様です。行政組織がすべてに対応することはできませ

ん。その必要性もありません。様々な組織が、社会の多様なニーズから特

定のニーズを選択し、それに貢献できる成果を産出することで、多様な組

織の存在と健全な社会の発展が期待できます。この特定のニーズに対応で

きる成果を産出することが、その組織の使

命になります。

病気を治したいと思うことから、病院の

建設が始まります。心の安らぎを得たいこ

とから、教会が建てられます。すべて社会

への貢献です。政府・行政が特別であると

いったことはありません。

このように行政組織も含めて組織は社会の一つの機関であり、その使命

は、社会が必要とする成果を産出することで、社会の満足を実現すること

にあります。

マネジメントは、組織の成果産出を通じて、社会的な使命の実現に貢献

します。組織とは「成果の産出」を通じて社会に貢献する機関です。この

認識が浅いことから、成果を曖昧にして、公的組織の成果不足が続いてい

ます。行政組織に住民･国民が評価する明瞭な成果は不可欠です。

２．行政組織本質の第２の要因は「職員の結合」
◆組織は成果と自己実現を可能にする

ドラッカーは、組織とは、共通の目的実現のために働く専門家からなる

組織体とします。しかし、組織がそこにあるだけでは、専門家の結集も、

組織で働く専門家の意欲も高めることはできません。

協働体である組織が社会において成果をあげるには、専門家が保有する
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知識を、他の専門知識と結合することが必要です。専門家同士のよき仕事

ぶりと成果の達成は、組織と社会への貢献となり、組織の存在と専門家の

自己実現を可能にします。

◆組織のあり方が重要

よって行政組織は、社会における組織の目的を明らかにし、組織と仕事

を生産的なものとして、そこで働く職員が仕事を通じて社会に貢献し、自

己実現が感じられる組織であることが必要です。

また職員も、組織目的を理解し、なすべきことを掲げ、集中すべきこと

を決定し、強みと協働を活かし、計画を策定し、結果を目標にフィードバ

ックするといった、成果のあがる取り組みが必要になります。

このように職員と行政組織が成果をあげ

るか否かは、組織が成果を出せる、職員が

活き活きと働ける、組織と職員の仕事のあ

り方、つまりマネジメントの仕方にかかっ

ています。

しかし現実は、行政組織目的の陳腐化、

または浸透不足、縦割りの組織体制や前例

重視の組織体質など、成果産出を阻害する

要因が改革されていません。早急なマネジ

メント（経営）改革が必要です。これなしでは組織の成果は期待できませ

ん。

行政組織は、専門家を結合し、組織と専門家の成果産出を可能にする道

具です。それを具現化するのがマネジメントです。組織とマネジメントは

コインの裏と表の関係です。行政組織には不可欠なものです。

３．行政組織本質の最後の要件は「組織の変革」
◆組織社会が直面する問題

時代は知識社会であり、知識が中心的な資源になり、専門的な知識を有

する職員が重要な働き手になります。ただ、中心的な資源になった専門知

識は、急速に変化し陳腐化する特性があります。知識を有する公務員は、

時代遅れにならないように、短サイクルで新しい専門知識を学習しなけれ

ばなりません。

この専門知識は、学習機関やインターネットなどから、多くの人が容易

かつ短時間に入手することができます。また知識は個人の頭の中にあるこ
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とから、本人の努力や活用の仕方によって、組

織間や上方への移動が可能になり、競争が激し

くなります。知識社会は組織と個人には変化と

競争の時代の到来であり、変化への対応機能が

不可欠になります。

◆変化のための仕組みをもつ

ここから行政組織には、変化のためのマネジ

メントを、自らの構造に組み込む必要があります。その一つは、行政組織

は、自らが行っていることについて、「体系的に廃棄する能力」をもつこ

とです。もう1つは、「新しいものの創造する能力」をもつことです。

現状の公務員と行政組織は、この二つのマネジメントに無関心です。よ

って行政組織は、急速に陳腐化して成果をあげる能力を失い、頼りとすべ

き知識の専門家である公務員の能力発揮を最小にしています。このままで

は、公務員もその役割を失います。

変化と競争が伴う知識社会で、専門知識を強みとする公務員と行政組織

が成功するには、自らを変革機関にしなければなりません。これなしでは

組織の未来はありません。自明のことです。

組織の本質は、成果の産出、専門家（職員）の結合、生存のための変革

を行うことにあります。マネジメントがその役割を担います。行政組織と

そこで働く公務員にはマネジメントとその改革は不可欠なことです。

※本原稿間内容は、下記の YouTube に動画として掲載してあります。ご
活用下さい。

【参考資料】

本文は右記の『ドラッ

カーに学ぶ公務員のため

のマネジメント教科書

（同友館）』を参考にし

て作成しています。また、

フ ェ イ ス ブ ッ ク や

YouTube にも関連した資
料があります。学習の参

考にして下さい。



- 5/5 -

https://www.facebook.com/tomio.awaji
https://www.youtube.com/channel/UCKmN1mLRCoPAuSx7tnNgoVA
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